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グローバル・スタートアップ・キャンパスの整備へ向けた意見書 

 

政府においては、我が国のイノベーション創出を強化していく観点から、海外大学とも

連携しつつ、ディープテック分野に特化した研究機能とスタートアップ・インキュベーシ

ョン機能を兼ね備えた「グローバル・スタートアップ・キャンパス」の整備について検討

を進めているところである。 

この研究イノベーション拠点については、目黒区と渋谷区に所在する国有地（防衛装備

庁艦艇装備研究所に隣接する防衛研究所等跡地及び公安調査庁研修所跡地）への整備が予

定されている。目黒区の地において、世界中から研究者を集め、スタートアップが生まれ

やすい施設が整備されることになり、研究開発環境の整備や起業に向けた支援など、世界

のスタートアップの起点になることが大いに期待される。 

今回の「グローバル・スタートアップ・キャンパス」の整備は、更なるまちの活性化実

現の大きなチャンスであり、目黒区議会は国に対し、次のことを要望する。 

 

１ 敷地内の通行環境の整備 

 多くの機関と連携し世界へつながっていく拠点に相応しく、広く開かれた施設とする

必要がある。地域住民の生活環境の向上のみならず、施設関係者の利便性も大きく高め

るためにも、目黒区及び渋谷区の両区から通行可能な一般に開放された通路の整備をす

ること。 

２ 地域のグローバル化を促す運営 

 拠点を長期的に発展させていくためには、周辺の生活圏全体をグローバル化していく

ことが必要である。公開講座など拠点での活動や意義を地域にも共有するなど、地域住

民が身近に感じることのできる工夫を凝らした運営を行うことで、積極的に地域とつな

がり、地域のグローバル化が促進される拠点とすること。 

３ 地域資源の活用と連携 

 目黒区には優れた大学や企業が存在し、これらの地域資源を積極的に活用することで、

教育・研究の質の向上やイノベーションの推進が可能となる。区内の大学や企業との連

携を強化し、グローバル・スタートアップ・キャンパスの活動においても積極的参画を

促すこと。 

４ 目黒区民の利益を追求した建設計画と運営 

 地域住民が誇れ、地域経済の活性化に貢献する施設を目指し、建設計画や運営におい

て、地域のニーズ及び利益に十分配慮すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。 
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